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神奈川県立入試問題 1997(H09)

問１．次の計算をしなさい。

(ｱ) 8 －(－ 4)

(ｲ) 2 ＋ 3 ×(5 － 7)

(ｳ) －

(ｴ) 12a3b ÷ 3ab

(ｵ) －

(ｶ) ＋

(ｷ) (x ＋ 2)2＋(x ＋ 1)(x － 5)

問２．次の問いに答えなさい。

(ｱ) (x － 2) 2＋ 3x － 6 を因数分解しなさい。

(ｲ) 2 次方程式 2x
２
－ 3x － 1 ＝ 0 を解きなさい。

(ｳ) 不等式 を解きなさい。

(ｴ) 関数 y ＝－ x ２について、x の変域が－ 1 ≦ x ≦ 2 のとき、y の変域は a ≦ y ≦ b である。

a，b の値を求めなさい。

(ｵ) 4 ＜ ＜ 5 をみたす正の整数 a の値をすべて求めなさい。

問３．図において、直線①は関数 y ＝－ 3x ＋ 4 のグラフであり、曲線②は y ＝ ax ２のグラフである。

点 A は、直線①と y 軸との交点であり、2 点 B，C は、点 A を通り x 軸に平行な直線と曲線②との

交点である。点 D は、点 B を通り y 軸に平行

な直線と x 軸との交点で、その座標は(－ 3,0)

である。原点を O とするとき、次の問いに答

えなさい。

(ｱ)曲線②の式 y ＝ ax ２の a の値を求めなさい。

(ｲ)直線 CD の式を y ＝ m x ＋ n とするとき、

m，n の値を求めなさい。
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問４．右の図は、AB ＝ 4 cm，AD ＝ 3 cm，AE ＝ 6 cm の直方体である。

辺 EF の中点を M とするとき、次の問いに答えなさい。

(ｱ) ２点 C，M 間の距離を求めなさい。

(ｲ) ２点 A，C を通るいろいろな平面でこの直方体を切る

とき、切り口とならない図形を次の中からすべて選び、

その番号を書きなさい。

1.正方形 2.長方形 3.台形 4.正三角形

5.二等辺三角形 6.どの辺も等しくない三角形

(ｳ) ３点 A，C，M を通る平面でこの直方体を切り、

２つの立体に分けるとき、

頂点 B をふくむほうの立体の体積を求めなさい。

問５．縦、横の長さが異なる長方形の紙から、次のような作業①、作業②の順で正方形の紙を

切り取ることにする。

切り取る方法

作業①：長方形の短いほうの辺を１辺とする正方形を、端からできるだけ多く切り取る。

作業②：作業①により、長方形が残った場合には、残った長方形の短いほうの辺を

１辺とする正方形を、端からできるだけ多く切り取る。

（例）縦が 5 cm，横が 17 cm の長方形の場合には、右の図のように、作業①により、

１辺が 5 cm の正方形を３枚切り取ることができ、残った長方形から作業②により、

１辺が 2 cm の正方形を２枚切り取ることができる。

その結果、２辺が 2 cm と 1 cm の長方形ができる。

このとき、次の問いに答えなさい。

(ｱ) 縦が 13 cm，横が 31 cm の長方形の紙から、作業①、作業②により、大小２種類の正方形を

切り取るとき、残る長方形の面積を求めなさい。

(ｲ) 縦が 10 cm，横が縦より長い長方形の紙について、作業①、作業②を行った結果、

大きい正方形が１枚、小さい正方形が２枚でき、残った長方形の面積が 8cm ２となった。

もとの長方形の横の長さを求めなさい。
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問６．片方の面が白で、もう一方の面が黒のカードが８枚あり、８枚ともすべて黒の面をだして

横一列に並べられている。大、小２つのさいころを同時に１回投げて、出た目の数によって

カードを次の方法で裏返すことにする。

カードを裏返す方法

最初に、大きいさいころの出た目の数と同じ枚数のカードを左側から順に１枚ずつ裏返し、

次に、小さいさいころの出た目の数と同じ枚数のカードを右側から順に１枚ずつ裏返す。

（例）大きいさいころの出た目の数が５，小さいさいころの出た目の数が６のときは、

次のようになる。

はじめは、８枚のカードはすべて黒の面をだして

横一列に並べられている。

最初に、左側から順に１枚ずつ５枚のカードを裏返す。

次に、右側から順に１枚ずつ６枚のカードを裏返す。

いま、８枚のカードすべて黒の面をだして横一列に並べられている状態で、

大，小２つのさいころを同時に１回投げるとき、次の問いに答えなさい。

(ｱ) ８枚のカードがすべて白の面となる確率を求めなさい。

(ｲ) 左から３枚目のカードが白の面となる確率を求めなさい。
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問７．右の図のように、ＡＢ＜ＢＣである三角形ＡＢＣが円Ｏに内接している。いま、点Ａを通り

直線ＢＣと点Ｂで接する円をＯ´とする。また、点Ａにおける円Ｏの接線が円Ｏ´と交わる点

をＤとし、直線ＤＢが円Ｏと交わる点をＥとする。このとき、次の問いに答えなさい。

(ｱ)三角形ＡＥＣと三角形ＡＤＢが相似であることを、次のように証明した。空らんにあてはまる

ことがらとして最も適するものを、((あ) ，((い) には【Ａ群】から、((a) ～((d) には

【Ｂ群】から、それぞれ１つずつ選び、その番号を書きなさい。

【Ａ群】

証明 1.弧 に対する円周角は等しい

2.四角形ＡＢＥＣは円Ｏに内接している

△ＡＥＣと△ＡＤＢにおいて 3.直線ＢＣは円Ｏ´の接線である

まず、弧 に対する円周角は等しいから 4.直線ＡＥは円Ｏの接線である

( (a) … ①

また、( (あ) から、 【Ｂ群】

( (b) … ② 1.∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＢ

よって、①，②より 2.∠ＡＣＢ＝∠ＡＥＢ

( (c) … ③ 3.∠ＡＣＢ＝∠ＢＡＤ

さらに、 4.∠ＡＣＥ＝∠ＡＢＤ

( (い) から、 5.∠ＡＥＢ＝∠ＢＡＤ

( (d) … ④ 6.∠ＡＥＣ＝∠ＡＢＣ

7.∠ＡＥＣ＝∠ＡＤＢ

③，④より、 8.∠ＣＡＥ＝∠ＣＢＥ

２組の角がそれぞれ等しいから、

△ＡＥＣ∽△ＡＤＢ

(ｲ) ∠ＡＢＣ＝ 63 °、∠ＢＡＣ＝ 82 °のとき、２直線ＡＤ，ＢＣの交点をＦとして、

∠ＡＦＢの大き さを求めなさい。
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解答・解説

問１．(ｱ) 12 (ｲ) － 4 (ｳ) － (ｴ) 4a2

(ｵ) (ｶ) (ｷ) 2x2 － 1

問２．

(ｱ) (x ＋ 1)(x － 2)

(ｲ)

(ｳ) 両辺× 14 4x － 10 ＜ 7x － 7 移項して － 3x ＜ 3

両辺÷(－ 3) x ＞－ 1 (－ 1 ＜ x も可)

(ｴ) a ＝－ 4，b ＝ 0 y ＝－ x2

x － 1 0 2

y － 1 0 － 4

(ｵ) a ＝ 6，7，8 ２乗すると 16 ＜ 3a ＜ 25 5.3 …＜ a ＜ 8.3 …

問３．

(ｱ) 二次関数 y ＝ ax ２の 式を求める → 式に x，y の値を代入する

点Ａ(0,－ 4)、点Ｄ(－ 3,0)なので、点Ｂは(－ 3,4)となる。

これを y ＝ ax ２ に代入すると 4 ＝ 9a a ＝ Ans. a ＝

(ｲ) ２点を通る直線の式を求める → グラフからよみとる

点Ｄ(－ 3,0)、点Ｃ(3,4)なので 6 コイッテ 4 アガル 従って、傾き m は

切片はちょうどＯＡの中点なので n ＝2

(ｳ) ２直線の交点の座標を求める → 連立方程式の解が交点となる（置換法）

直線①は y ＝－ 3x ＋ 4、直線ＯＢは y ＝－

置換法で解くと － ＝－ 3x ＋ 4

両辺を３倍して － 4x ＝－ 9x ＋ 12

移項して 5x ＝ 12

両辺を５で割って x ＝ x の値をどちらかの式に代入して y ＝－
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問４．

(ｱ)三平方の定理を利用して

ＣＭ２ ＝２２＋３２＋６２ ＝ ４９ ＣＭ＝７ cm

(ｲ)１．× すべて５ cm の正方形にはならない

２．○ 点Ａ，Ｃ，Ｇ，Ｅを通ると切り口が長方形になる

３．○ 点Ａ，Ｃ，ＦＧの中点，Ｍ を通ると切り口が台形になる

４．× すべて５ cm の正三角形にはならない

５．○ 点Ａ，Ｃ，ＢＦ上のＢから３ cm の点を通ると二等辺三角形になる

点Ａ，Ｃ，ＢＦ上のＢから４ cm の点を通ると二等辺三角形になる

６．○ 点Ａ，Ｃ，Ｆを通ると切り口がどの辺も等しくない三角形になる

(長方形) (台形) (二等辺三角形) (三角形)

(ｳ)

三角錐ＡＢＣＫの体積

三角錐ＩＦＪＫの体積

24 － 3 ＝ 21 (cm3)

一度にやるには

4 × 3 × × 12 × × ＝ 21

問５．

(ｱ) 13cm 13cm 5cm

5cm

13cm 5cm ３×５＝１５

3cm Ans.１５ cm ２

31cm
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(ｲ) 10cm acm

acm a(10－2a)＝8

－2a ２＋10a －8＝0

10cm acm a ２－5a ＋4＝0

(a －1)(a －4)＝0

8cm ２ (10－2a)cm a ＝1，4

10＋4＝14

a ＝1は不適、1だと正方形になってしまう Ans. 14cm

問６．

大 (ｱ)目の数の和が８になればよい

１ ２ ３ ４ ５ ６ ○印の５個

小 １

２ ○ (ｲ)斜線部分の２２個

３ ○

４ ○ 大１２３４５６

５ ○ 小 ６５４３２１

６ ○

問７．

(ｱ)（a）6 （あ）3 （b）1 （c）7 （い）2 （d）4

(ｲ) ∠ＡＦＢ＝ 28 °

△ ABC の内角の和より ∠ ACB ＝180－(63＋82)＝35°

円Ｏにおいて接弦定理より ∠ BAD ＝∠ ACB ＝35°

△ AFB の内角と外角の関係より ∠ AFB ＝63－35＝ 28 °
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